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【背景】 

近年、廃プラスチックの有効利用効果について、消費エネルギーの削減量やＣＯ２削減量による定量的

表現による説明要求が強まってきており、弊協会は、この要求に応えるため、フロー図にＬＣＡ（ライ

フサイクルアセスメント）評価を加えた環境負荷情報発信のための評価手法の開発に取り組んできた。

 フロー図に環境情報を盛り込むべく、ＬＣＡによる評価手法の開発を検討した。 
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 フロー図にＬＣＡ手法を適用すれば、消費エネルギー削減量、及び、ＣＯ２排出削減量の効果として

算出されること、及び、消費エネルギーやＣＯ２排出量の削減原単位が、有効利用率の向上と関係付け

られる（図３）ことがわかった。 
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単位：TJ/万ｔ‐廃プラスチック

 
    図3 総排出量ﾍﾞｰｽの有効利用別の消費ｴﾈﾙｷﾞｰ削減原単位と有効利用率 

一方、削減原単位の構成は、再生利用（ＭＲ）の寄与が他の手法（ＣＲ、エネルギー回収)に比べて大

きい。新規樹脂代替率を１と仮定している産業系廃棄物の再生利用や一般系廃棄物のＰＥＴの再生利用

の寄与が大きいことによる。環境負荷の削減量は、再生利用の新規樹脂代替率に影響されるので、環境

負荷量を精度よく比較するには、精度の高い情報収集が重要である。  
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